
ご
勘
弁
願
い
ま
す
。

ソ
満
国
境
最
前
線
、
穆
陵
地
区
に
出
動
し
た
我
が
部
隊
将
兵

は
、
劣
悪
な
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
連
軍
南
下
を
一
時
的

に
も
阻
止
し
、
死
傷
し
た
る
将
兵
に
対
し
て
深
甚
の
敬
意
を
表

し
、
筆
を
お
く
。

平
成
十
二
年
七
月
十
三
日

抑

留

記
　 

滋
賀
県
　
池
田
泰
三
　 

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
七
月
二
日
、
彦
根
市
連
着
町
で

生
ま
れ
た
。

滋
賀
県
立
彦
根
工
業
学
校
色
染
科
卒
業
、
京
都
丸
紅
に
就

職
。昭

和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
月
一
日
に
青
森
県
弘
前
輜
重

自
動
車
隊
に
入
営
。
地
下
足
袋
に
巻
脚
絆
に
竹
水
筒
、
注
射
。

一
週
間
し
て
満
州
山
神
府
入
隊
。
弟
、
十
月
十
五
日
に
予
科

練
岡
崎
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
通
知
。
父
親
は
舞
鶴
に
徴
用
さ
れ
て

い
た
。
家
は
妹
と
叔
母
が
い
た
。

山
神
府
で
初
年
兵
教
育
を
受
け
て
乙
幹
に
任
命
。
黒
河
、
山

神
府
よ
り
弾
薬
南
下
輸
送
途
中
、
チ
チ
ハ
ル
三
十
キ
ロ
手
前
、

日
ソ
開
戦
。
チ
チ
ハ
ル
に
て
武
装
解
除
。

ハ
イ
ラ
ル
で
の
戦
場
掃
除
と
い
う
司
令
部
よ
り
の
通
知
で

ジ
ャ
ラ
ン
屯
よ
り
上
下
二
段
有
蓋
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
チ
ョ
ス

イ
（
時
計
）
の
身
体
検
査
を
受
け
、
バ
イ
カ
ル
湖
を
過
ぎ
、
ク

ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
第
一
収
容
所
。
小
川
少
佐
以
下
一
五
〇
〇

人
。
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
に
は
三
十
二
の
工
場
が
あ
る
。
第
八

機
関
車
工
場
に
就
労
、
ド
イ
ツ
製
四
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
機
械
三

台
を
一
人
で
操
作
。
機
関
車
の
側
壁
四
セ
ン
チ
の
鉄
板
を
七
枚

切
り
、
磨
く
、
ス
ロ
ッ
タ
ー
ミ
ー
リ
ン
グ
を
操
作
。
最
初
は
見

習
い
十
二
人
が
付
い
て
い
た
が
二
人
に
な
っ
た
。
ノ
ル
マ
は
食

堂
に
張
り
出
さ
れ
、
一
二
〇
％
、
ハ
ラ
シ
ョ
ラ
ボ
ー
タ
。
一
棟

に
約
四
〇
人
入
っ
て
い
た
。
食
事
は
チ
チ
ハ
ル
か
ら
経
理
少
尉

が
味
■
■
を
ハ
チ
ミ
ツ
■
と
間
違
え
て
積
ん
だ
の
で
、
毎
朝
蓋

に
少
し
は
ち
み
つ
が
つ
い
た
食
パ
ン
一
枚
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
が

二
、
三
枚
浮
い
て
い
た
。
尻
に
は
虎
の
よ
う
な
斑
点
が
で
き
て

栄
養
失
調
に
な
っ
て
い
た
。
靴
は
な
い
の
で
下
駄
、
今
の
つ
っ



か
け
の
よ
う
な
の
を
履
い
て
い
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
召
集
兵
は
ほ
と
ん
ど
寒
さ
と
食
事

で
、
飯
上
げ
に
行
っ
て
来
た
ら
死
ん
で
い
た
。

昭
和
二
十
二
年
の
春
よ
り
ソ
連
兵
の
警
備
が
つ
か
な
く
て
自

由
に
出
勤
。
二
十
二
年
、
二
十
三
年
の
春
の
タ
ン
ポ
ポ
は
皆
摘

ん
で
食
べ
て
い
た
。
日
曜
日
は
食
堂
で
共
産
主
義
の
話
。
演
劇

を
し
て
い
た
。
私
は
や
め
た
。
工
場
の
中
で
も
寒
く
て
大
き
な

フ
ァ
ン
が
回
っ
て
い
る
の
に
毛
糸
手
袋
、
軍
手
、
大
手
（
ダ
イ

テ
）
と
、
外
と
う
を
着
て
仕
事
を
し
て
い
た
。

ロ
ス
ケ
の
マ
ダ
ム
と
物
々
交
換
を
し
て
い
る
時
、
戦
友
が
ダ

モ
イ
ら
し
い
と
い
う
話
を
し
て
い
た
。

ダ
モ
イ
の
日
ま
で
れ
ん
が
工
場
の
使
役
を
し
て
い
た
。

ダ
モ
イ
列
車
途
中
、
半
年
前
に
帰
っ
た
は
ず
の
戦
友
が
道
路

工
事
を
し
て
い
た
。
ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
て
第
三
収
容
所
に
入
っ

て
寝
台
の
順
番
を
決
め
て
い
た
ら
、
す
ぐ
に
第
二
収
容
所
に
入

り
、
一
晩
泊
ま
っ
た
次
の
日
は
第
一
収
容
所
に
入
っ
た
。
こ
こ

に
入
る
と
使
役
は
な
い
と
の
事
。

一
週
間
程
で
引
揚
船
が
来
た
。
皆
甲
板
に
上
り
日
本
の
旗
を

見
て
い
た
。
一
番
感
激
し
た
の
は
舞
鶴
港
の
山
を
見
た
と
き
最

高
で
し
た
。

十
八
日
ナ
ホ
ト
カ
到
着
、
二
十
五
日
ナ
ホ
ト
カ
出
帆
、
二
十

八
日
舞
鶴
上
陸
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
帰
宅
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
前
後
の
記
　 

滋
賀
県
　
堀
栄
次
郎
　 

兵
歴
の
概
略

生
年
月
日
　
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
十
九
日

出
生
地
　
　
滋
賀
県
彦
根
市

召
集
入
隊
　
昭
和
十
九
年
八
月
二
十
三
日
　
福
井
県
敦
賀
市
中

部
第
三
六
部
隊

昭
和
十
九
年
九
月
二
日
　
　
　
満
州
■
琿
第
六
一

二
部
隊
第
一
中
隊

松
沢
隊

転
属
　
　
　
昭
和
十
九
年
十
二
月
　
　
　
　
満
州
綏
化
第
四
四

九
〇
部
隊
舟
木
隊

原
隊
復
帰
　
昭
和
二
十
年
七
月
　
　
　
　
　
第
六
一
二
部
隊




